
一O
四

許
可
せ
ら
れ
ざ
り
し
か
ば
蹄
闘
の
際
共
の
趣
を
浅
野
家
年
寄
役
に
申
し
年
寄
役
を
通
じ
て
宗
家
に
伺
ひ
し
に
共
の
希
望

遂
に
成
就
し
た
り
き
と
い
ふ
、
倫
共
の
時
の
頼
子
は
庄
太
郎
、
勘
次
、
和
弔
次
官
C

横
演
の
五
平
太
の
四
人
た
り
。

後
年
山
村
屋
彦
右
衛
門
が
釣
州
藩
よ
り
優
遇
を
受
け
し
文
書
を
左
に
示
す
。

婆

州

漁

船

々

頭

彦

右

衛

門

右
者
町
人
範
屋
喜
兵
衛
（
巌
原
の
町
人
也
）
曳
下
に
て
去
る
丁
丑
年
ハ
文
化
十
四
年
）
線
事
と
し
て
初
め
て
御
園
へ
罷

下
候
底
猟
場
宜
趣
を
も
蹄
闘
の
上
申
庚
め
迫
々
一
漁
船
誘
来
り
夫
よ
り
段
々
漁
船
の
入
来
年
に
相
増
専
漁
事
せ
し
め
居

候
然
蕗
右
漁
事
之
仕
形
外
之
漁
船
と
逮
主
向
宜
彦
右
衛
門
罷
波
候
以
来
漁
事
道
具
出
来
方
等
相
教
或
は
見
習
今
程
線

而
右
之
形
に
仕
尭
依
而
以
前
と
遼
．
帥
鯛
釣
揚
方
も
相
増
候
事
と
相
聞
随
而
は
御
運
上
銀
（
税
金
）
等
も
年
々
相
出
荷
御
園

益
も
不
v
少
素
共
身
世
業
筋
と
は
申
な
が
ら
彦
右
衛
門
入
来
彼
是
懇
々
心
配
を
も
い
た
し
候
故
之
儀
と
相
見
最
早
及

老
年
候
も
の
と
相
期
候
付
右
之
次
第
及
沙
汰
不
容
易
な
が
ら
以
来
入
来
之
節
々
共
身
一
生
御
運
上
差
菟
候
此
回
目
夫
々

可
被
申
付
候
以
上

壬
午
（
文
政
五
年
）
十
二
月
二
十
三
日

千

田

帯

刀
（
宗
家
家
老
）

年

寄

中

般

改

頭

役御

役

御
勘
定
奉
行
所
可
被
得
共
意
候

右
に
よ
り
山
村
屋
彦
右
衛
門
共
の
人
の
功
績
は
本
村
に
封
し
て
の
み
た
ら
や
、
釣
馬
土
民
の
指
導
と
友
り
、
海
産
物

の
棺
加
と
た
り
、
ひ
い
て
藩
の
税
金
牧
入
を
も
増
し
て
御
園
益
も
少
か
ら
や
と
藩
よ
り
褒
め
ら
る
h

た
♂
党
祭
の
至
た

り
、
向
共
の
際
重
箱
一
重
杯
及
杯
蓑
等
を
賜
は
り
た
り
と
（
賓
況
調
査
及
林
勇
＝
一郎
氏
古
文
書
）

村
内
各
浦
に
漁
業
組
合
は
あ
れ
E
特
に
帯
以
遠
進
歩
せ
る
は
大
河
漁
業
組
合
た
り
、
依
て
煩
を
厭
は
や
詳
記
し
て
参
考

に
資
せ
ん
．

大
河
漁
寡
組
合
獄
死
一
覧

一
、
組
合
の
概
況

（
f
）
設
立
年
月
日

（
ロ
）
位

（
ハ
）
地

直置

明
治
三
十
五
年
十
二
月
十
八
日

安
婆
郡
仁
保
村
字
新
築
地
乙
百
八
番
地
ノ
三

安
婆
郡
仁
保
村
字
大
河
及
金
輪
島
〈
高
手
の
直
域
を
除
く
）
の
区
域

二
百
九
十
四
名
（
海
苔
養
殖
業
三
七
七
名
、
漁
業
一
七
名
、
海
苔
養
殖
業
中
・
漁
業
乗
業
者
一

（
－
一
）
組
合
員
数

四
瓦
名
）

ハ
～
）
不

動

産

登
首
尚
武
千
四
百
九
図
八
拾
登
銭
（
基
金
三
、
三
三
三
闘
。
遭
難
救
抽
出
資
金
一
一
一
六
闘
。
共
同
施

設
事
業
資
金
八
、
八
六

O
閲
八
一
一
銭
）

地
七
一
白
八
十
六
坪
＝
一
合
同
勺

六
畝
十
三
歩

〈
一
〉
宅

ハ
ホ
）
積

立

金

合
一
）
山

林

一O
五



（
ト
）
建

（
チ
）
什

築

（
リ
）
伐

業

（
ヌ
）
経

六
十
坪
七
合
五
勺

線

黙

数

百

二

↓

黙

（
一
）
区
割
漁
業
櫨

（
二
）
特
別
漁
業
構

（
イ
）
鰯
網
の
部

（
＝
一
）
溜
井
敷

物器権

一O
六

歩
八
件

八
十
三
件

五
十
同
件
（
内
三
十
一
件
本
組
合
代
表
）

（
ロ
）
鯛
制
の
部

（
三
）
地
先
専
用
漁
業
権

（
同
）
慣
行
専
用
漁
業
構

昭
和
三
年
度
設
算
武
高
七
千
四
百
七
拾
関
八
拾
九
銭
（
経
常
費
五
、
九
二
四
闘
八
三
銭
。
特
別

二
十
九
件
（
内
五
件
本
組
合
代
表
）

二
件
（
内
一
件
入
漁
権
）

一
件
（
契
約
に
依
り
入
漁
）

費

合
計
一
二
、
五
四
六
国

O
六
銭
）

理
事
問
名
（
内
一
名
組
合
長
）
監
事
一
．
名
、
総
代
二
十
六
名

（
テ
）
組
合
員
の
漁
業
欣
態
海
苔
養
雄
及
製
造
業
を
主
憾
と
せ
る
組
合
に
し
て
之
れ
が
専
業
者
二
三
一
一
名
漁
業
を

専
業
と
す
る
も
の
一
七
名
に
し
て
他
の
一
同
冗
名
は
漁
業
乗
海
苔
養
殖
業
と
す
。

主
な
る
生
産
物
は
海
苔
忙
し
て
年

h

豊
凶
あ
り
と
難
も
年
産
額
概
ね
六
百
寓
枚
乃
至
一
千
高

（
ル
）
組
合
の
機
関
ー

枚
債
格
拾
参
寓
闘
乃
至
震
拾
寓
闘
に
し
て
平
年
作
拾
六
七
寓
闘
の
生
産
あ
り
共
他
主
た
る
漁

獲
物
舗
、
鯛
、
錦
、
チ
ヌ
、
蟹
、
ポ
ラ
、
線
、
海
鼠
等
に
し
て
共
の
漁
獲
高
四
五
高
閲
を
算

す

rヘ
ワ
v 
組
A 

員。
漁
業
種

撒 桁 建鰭八錨錨鯛キt海類
餌 建重地借地嘱苔別

網綱 策筏欣
釣 綱策曳曳漕建建況

漁漁 i 網 網 網 養 養
漁 漁｛魚漁漁漁期殖

業業業 業業業業業業業

三
宅
七
人

一三｝四
人人人入
、一一ー～ーーーー－

海
2丈
Q 

鍵
建
養
殖
業
粂
業

（
内
三
人
海
苔
鍵
建
養
殖
業
粂
業
）

（
内
十
人
海
苔
銭
建
養
殖
業
粂
業
〉

一
三
人
（
内
十
一
人
海
苔
撰
建
養
殖
業
乗
業
）

（
内
十
人
海
苔
撰
建
養
殖
業
粂
業
）

（
内
二
十
八
人
海
苔
撰
建
養
殖
業
乗
業
〉

同
人

一
一
一
人

一
九
人

三
五
人

二
、
組
合
の
施
設
事
業

組
合
事
業
経
替
の
跡
を
顧
ゐ
に
組
合
員
の
心
理
を
統
一
す
る
と
と
は
最
も
緊
念
た
る
と
と
た
る
に
拘
は
ら
や
本
組
合

は
設
立
嘗
時
よ
り
海
苔
養
殖
業
者
と
漁
業
者
と
が
共
の
業
態
h
f
異
に
す
ろ
閥
係
上
動
も
す
れ
ば
問
浦
を
依
き
組
合
事

一O
七



－O入

業
施
行
上
遺
憾
の
賠
あ
り
し
が
漁
業
法
議
布
以
来
豚
嘗
局
の
旋
斡
立
し
き
と
組
合
員
。
自
覚
と
に
依
り
明
治
凶
十
五

年
に
至
り
漸
く
雨
者
間
心
融
和
た
り
組
合
員
の
心
理
を
統
一
す
る
と
と
を
得
た
り
。

次
で
組
合
基
礎
の
確
立
を
期
す
る
に
は
基
金
及
資
金
の
蓄
積
を
な
し
財
政
的
基
礎
を
作
る
方
法
を
議
や
る
と
と
の
念

務
た
る
を
認
め
鋭
意
之
が
蓄
積
に
努
め
た
る
結
果
漸
く
積
立
金
登
高
武
千
四
百
飴
樹
陀
遣
す
る
に
至
れ
り
。

（
4
）
海
苔
製
治
の
改
善
並
製
品
検
査

本
組
合
に
於
け
る
主
要
生
産
物
た
る
漉
海
苔
の
製
造
法
を
改
心
し
優
良
た
る
製
品
の
生
産
陀
努
め
販
路
の
績
張
を

園
り
以
て
組
合
員
の
一
蹴
利
増
進
を
企
圃
す
る
と
と
は
本
組
合
経
営
上
最
も
重
要
事
項
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
と

に
着
服
し
大
E
三
年
組
合
規
約
を
改
正
し
製
品
検
査
並
販
路
損
張
に
関
す
る
施
設
を
賓
施
す
る
の
端
を
開
け
り
、

然
ゐ
に
大
正
七
年
に
至
り
懸
下
海
苔
生
産
地
に
於
け
る
代
表
者
h
庚
島
海
苔
の
改
良
を
固
る
目
的
を
以
て
再
三
舎

合
し
協
議
を
な
ぜ
し
結
呆
庚
島
勝
海
苔
業
組
合
の
設
立
を
見
る
に
至
り
た
る
を
以
て
爾
来
同
組
合
ξ
蓮
絡
を
執
り

又
は
鯨
及
郡
技
術
員
。
指
導
を
受
け
専
ら
製
造
法
の
改
善
に
カ
を
注
ぎ
大
正
十
一
年
度
よ
り
は
製
品
検
査
を
徹
底

的
に
励
行
し
来
り
し
結
呆
製
品
改
善
O
跡
顕
著
に
し
て
本
組
合
。
製
品
は
成
島
海
苔
の
代
表
的
優
良
品
と
し
て
好

評
を
博
す
る
に
至
れ
り
。

而
し
て
最
近
五
少
年
間
の
製
品
検
査
数
量
は
左
表
の
如
L
。

大
正
十
二
年
度
大
正
十
三
年
度

車、
A
R
o
d
o
o
放

問

、

S
E
m

．000
故

事

項

大
正
十
四
年
度

一々
o
m

．80枚

昭
和
元
年
度

丸、美園、
0
0
2
a

昭
和
二
年
度

験
査
態
量

肉、完一、

O
R枚

（
ロ
）
資
金
貸
付
事
業

組
合
員
の
海
苔
養
殖
及
製
治
、
漁
船
、
漁
具
の
新
調
、
徹
餌
釣
漁
業
者
の
餌
代
陀
要
す
る
資
金
を
低
利
陀
融
通
す

る
の
目
的
を
以
て
犬
E
十
五
年
度
よ
り
開
始
せ
る
も
の
に
し
て
貸
付
方
法
は
一
口
百
園
、
期
間
は
一
ク
年
を
限
度

と
し
組
合
員
一
名
の
蓮
滞
保
詮
若
く
は
遁
営
た
る
捲
保
を
提
供
せ
し
め
日
歩
武
銭
五
原
以
内
の
利
子
に
T

貸
付
す

犬
E
十
五
年
度
の
取
扱
件
数
五
十
五
件
、
貸
付
命
額
五
千
参
百
参
拾
困
、
昭
和
二
年
度
の
取
扱
件
数
七
十
六
件
、

貸
付
金
額
七
千
五
百
五
拾
闘
に
し
て
回
牧
成
績
は
頗
る
良
好
危

p
。

《
ハ
）
奨
励
事
業

漉
海
苔
製
法
法
の
改
良
を
助
成
す
る
篤
め
製
遁
の
際
生
海
苔
牢
洗
擬
す
る
洗
ひ
場
の
改
善
修
築
及
製
品
に
土
砂
及

塵
撲
の
混
入
を
少
か
ら
し
む
る
改
良
漉
盟
の
使
用
を
奨
励
し
之
に
奨
励
金
を
交
付
し
叉
漉
海
苔
品
評
舎
を
開
催
せ

る
と
と
既
に
五
固
に
及
ぺ
h
y
o

本
事
業
開
始
以
来
の
奨
励
金
交
付
額
は
左
の
如
し
。

事

項

大
正
十
三
年
度

大
正
十
四
年
度

昭
和
元
年
度

昭
和
二
年
度

奨
励
金
交
付
額

三
入
O
圃

三
一
入
国

一一一
O
園

三
入
国

（
－
一
〉
海
苔
貯
蔵
庫
及
販
寅
所
設
置

従
来
完
全
た
る
漉
海
苔
貯
蔵
設
備
の
た
か
り
し
と
一
面
に
は
組
合
員
が
製
品
販
寅
代
金
の
牧
得
を
念
ぎ
し
鴛
め
相

場
の
如
何
に
拘
ら
や
製
品
は
各
潮
毎
に
全
部
を
飯
費
す
る
欺
況
に
し
て
共
の
聞
に
は
好
商
の
悪
手
段
忙
一
秀
せ
ら
れ

一O丸



一一
O

組
合
員
の
蒙
る
損
害
長
大
な
る
も
の
る
る
に
鑑
み
之
が
救
済
を
園
る
目
的
を
以
て
本
設
備
の
設
置
を
計
葺
し
大
正

十
冗
度
比
農
林
省
よ
り
千
八
百
闘
の
奨
励
金
の
交
付
会
受
け
六
千
百
六
拾
九
倒
武
拾
鋭
の
工
費
を
投
じ
て
海
否
貯

蔵
庫
及
販
質
所
を
新
築
し
製
品
火
入
の
設
備
と
し
て
漉
海
苔
電
熱
乾
燥
機
の
設
備
を
完
成
し
昨
年
組
合
員
の
希
望

忙
依
り
漉
海
苔
火
入
作
業
を
賓
施
し
つ
L
あ
る
に
共
の
成
績
頗
る
良
好
た
り
。

炉－＇－

秀え

禽

其

他

「＼

昭

手官

年

養

四
七

O

雛戒
鶏

飼

育

数

量

弘

一
O
五
三

初

四
‘
正
夫
三

一六一
＝一一一

一一
一一
一一

生

／、

一九産
入 三

五飽つ，額

債
四

0 
0 格

養

富

飼

育

一戸
0 
0戸数

鶏

四一六

一
五
．
八
一
五

雑畜

産
r'¥ 

牛
禽 v

一一一一二
七

三
、
主

O
O

コ
一0
0

金

語虫

機

関

ハ

昭

和

三

年

末
U

本淵向
部

落
浦崎洋

銀

行

支

i戸店

金

穀

貸

付

一一一戸業

似大

島河

五

計

産

業

の

箆

選

血

殿

魚

• カ
タ

仁
保
島
の
沖
よ
り
江
波
島
に
か
け
て
西
斥
内
斥
と
て
二
斥
あ
り
、
西
斥
は
庚
四
十
五
町
表
十
八
町
、
内
斥
は
庚
六
町

表
十
四
町
、
河
水
北
よ
り
流
れ
海
淵
南
よ
り
来
る
、
の
は
仁
保
島
を
去
る
数
十
町
竹
を
枝
た
が
ら
挿
し
鹿
島
R

窓
際
を
設

サ
ヂ

け
潮
の
退
く
ご
と
に
…纏
を
空
所
に
う
け
て
魚
の
流
れ
出
る
を
捕
る
、
大
魚
は
祭
の
内
に
留
り
て
獲
れ
ぎ
れ
E
も
そ
れ
は

稀
た
り
、
潮
の
来
去
に
随
ひ
日
夜
魚
を
得
る
甚
多
し
、
土
人
之
を
八
重
銭
と
い
ふ
、
按
に
日
本
紀
天
武
天
皇
の
詔
に
閉
月

ヒ

マ

サ

ye
－－，

ャ
ナ

ヒ

朔
以
後
九
月
三
十
日
以
前
長
v
置
色
比
浦
抄
伎
理
梁
司
と
あ
り
、
比
減
を
緯
日
本
紀
に
は
比
漏
に
作
り
大
日
本
史
に
は
比
摘

に
作
る
、
是
れ
ひ
ど
の
事
ξ
見
え
た
り
、
西
村
山
家
集
、
讃
岐
美
濃
津
に
て
よ
め
る
歌
に

し

き

わ

た

す

月

の

氷

を

疑

ひ

て

の

手

ま

は

る

あ

ち

の

村

烏

是
も
亦
ひ
ど
の
事
た
る
べ
け
れ
ば
、
ひ
ど
の
名
も
亦
古
し
、
漢
名
を
按
る
忙
築
、
皆
臨
時
断
、
と
の
＝
一
の
も
の
共
製
組
問

じ
く
皆
竹
を
海
鐙
に
さ
し
て
魚
蟹
を
捕
る
も
の
と
見
え
酉
陽
雑
組
に
銭
塘
有
v
人
、
年
取
ν
魚
億
計
、
銃
－
－
高
匠
銭
－
、
陸
瀞

LL 

~ 



が
詩
に
別
浦
潮
図
魚
種
省
、
張
憲
が
詩
に
葦
箔
竹
節
牧
－
－
圏
尖
－
、
此
類
に
て
見
る
ぺ
し
、
八
重
築
は
寓
院
鎮
の
類
た
り
、

故
に
今
牧
の
字
を
用
ふ
。

次
に
牡
雌
冊
、
海
否
の
事
あ
れ
ど
も
各
々
其
僚
下
へ
摘
録
し
た
れ
ば
此
所
に
は
略
せ
り
。

甥

友

倉
キ
ガ
－
7

塘
房
を
焼
て
友
と
す
、
共
用
石
灰
に
亜
ぐ
、
海
岡
市
、
仁
保
島
、
矢
賀
村
に
灰
戸
あ
り
、
叉
房
に
で
犬
仮
へ
積
登
せ

賓
も
多
し
。

鰯

鰯
綱
の
業
諸
村
に
あ
り
、
網
の
幅
三
十
等
、
長
六
十
零
是
を
み
と
網
と
い
ふ
、
網
は
皆
麻
糸
に
て
製
す
、
央
町
及
諸

所
に
之
を
作
る
、
共
次
に
大
短
大
さ
五
六
寸
長
三
百
尋
怠
る
を
つ
く
、
み
と
網
に
は
桐
木
長
一
尺
徐
幅
五
寸
許
り
怒
る

b

b

7

 

夜
子
を
数
多
つ
く
、
之
を
あ
ば
と
よ
ぶ
、
治
び
き
網
に
は
一
ヰ
許
り
容
る
べ
き
樽
の
口
危
き
を
左
右
に
二
十
四
支
払
附

ウ

タ

け
て
泥
子
と
す
、
共
下
に
拳
の
ご
と
き
石
を
数
多
つ
け
て
墜
子
と
た
す
、
共
網
を
下
さ
ん
と
す
る
時
、
先
づ
網
を
こ
艇

の
般
に
積
み
、
一
一
般
に
漁
父
各
七
人
を
載
す
、
且
、
此
業
に
よ
き
者
を
浦
君
と
と
注
へ
、
小
艇
に
の
せ
別
に
小
艇
二
般

二
＝
一
人
づ
L
乗
じ
て
浦
君
に
…
従
ひ
、
海
上
を
見
廻
り
共
指
揮
を
待
っ
て
網
を
下
し
、
左
右
よ
り
力
を
愛
せ
て
潟
に
曳
上

ホ
U
V

カ

る
、
仁
保
局
、
似
島
、
金
輪
島
た
ど
常
に
曳
場
と
す
、
多
く
沙
上
に
晒
し
て
枯
鰯
と
し
、
遠
方
に
寅
る
、
又
友
ま
に
て
近

ヒ

v
z

市
に
ひ
さ
ぐ
も
亦
少
か
ら
や
、
延
喜
式
租
調
に
比
志
古
鋪
見
え
た
り
、
古
よ
り
此
闘
の
産
物
た
り
た
見
ゆ
。
（
以
上
通
史
v

灘

木

綿

藩
政
初
期
の
頃
よ
り
庚
島
附
近
は
新
開
地
続
々
築
港
せ
ら
れ
、
と
れ
に
綿
作
を
な
し
バ
勤
勉
た
る
婦
女
子
の
繊
手
に

よ
り
て
製
綿
紡
織
盛
に
行
は
れ
白
木
綿
の
産
地
と
た
れ
h
y
、
営
時
男
子
は
内
海
陀
一
勝
た
遠
洋
忙
出
漁
す
る
者
多
〈
期
間
守

居
の
婦
女
子
の
内
職
と
し
て
家
庭
工
業
と
し
て
最
も
遁
賞
し
た
れ
ば
灘
木
綿
と
し
て
鷹
島
へ
移
出
し
た
る
が
品
質
優
良

の
許
高
く
歓
迎
せ
ら
れ
た
り
、
明
治
二
十
年
頃
迄
稽
績
せ
し
が
廉
債
た
る
綿
花
の
稔
入
と
機
械
工
業
の
殻
達
、
所
謂
産

業
革
命
の
襲
来
の
矯
め
に
歴
倒
せ
ら
れ
て
慶
絶
す
る
に
至
れ
り
。

陶

器

製

遺

業

慶
臆
年
間
淵
崎
村
木
新
次
郎
、
渡
建
築
次
郎
及
．成
島
平
問
屋
某
等
共
同
に
て
伊
藤
よ
り
技
術
工
を
聴
し
淵
崎
字
皿
山

花
一
於
て
製
陶
業
を
創
め
た
る
が
褒
展
を
見
る
に
至
ら
や
凡
そ
十
年
伎
に
し
て
慶
絶
・
せ

b
。

獲

量

業

の

勃

興

明
治
十
八
年
春
蜜
期
よ
り
同
十
九
．
二
十
の
三
ク
年
に
亘
h
y
、
特
に
新
築
せ
ら
れ
た
る
淵
崎
大
町
の
養
護
場
に
て
養

費
及
製
線
の
講
習
舎
を
開
催
せ
ら
る
、
講
師
は
仙
華
の
人
安
永
練
兵
衛
（
後
に
は
庚
島
よ
り
由
良
指
導
員
代
る
）
講
習

一一一一一



一
一
回

生
と
し
て
郡
内
よ
り
青
年
慮
女
二
十
儀
名
選
出
せ
ら
れ
、
地
方
竿
陀
一
観
る
の
施
設
た
h
v
、
是
よ
b
先
数
年
以
来
桑
の
栽

培
流
行
し
思
惑
熱
た
E
加
は
り
て
一
芽
幾
闘
て
ふ
鴬
く
べ
き
高
債
な
り
し
品
種
が
幾
厘
銭
に
暴
落
す
る
た
E
喜
悲
劇
も

演
ぜ
ら
れ
た
り
、
是
に
於
て
共
筋
は
産
業
振
興
を
企
圃
し
安
妻
郡
に
於
て
養
費
場
建
設
講
師
招
樽
等
の
諸
費
を
負
捲
し

安
妻
都
興
産
一
粧
を
し
て
事
陀
賞
ら
し
め
た
り
、
講
習
生
の
中
本
村
出
身
者
は
本
浦
金
井
勇
次
郎
、
淵
崎
保
田
松
次
郎
、

向
洋
大
禅
卯
之
吉
、
丹
那
谷
口
某
、
須
崎
某
女
、
日
宇
那
山
根
初
之
盈
危
ど
な
り
、
而
じ
て
興
産
社
長
は
野
島
柳
次
郎

也
、
是
よ
り
養
質
業
村
内
を
風
挺
し
た
る
が
飼
育
消
毒
共
他
研
究
に
快
ぐ
る
所
あ
り
し
か
成
績
奉
ら
や
幾
年
た
ら
や
し

て
衰
へ
日
露
戦
役
頃
に
は
全
く
腹
絶
し
た
る
も
、
近
年
に
至
り
難
生

L
蛍
局
の
指
導
と
奨
愉
と
に
よ
”
漸
次
接
頭
し
て

再
び
勃
興
の
策
運
を
一
示
す
虻
至
り
し
は
喜
ぶ
べ
き
事
た
り
。

多

得

実

回

業

明
治
．
一
十
二
年
頃
津
田
七
衛
門
夏
帽
子
の
原
料
I
C
し
て
萎
縛
員
同
製
造
を
試
み
た
る
が
降
盛
K
至
ら
や
し
て
絡
れ
り

然
る
に
同
二
十
七
年
春
漂
然
風
来
し
た
る
が
備
中
の
三
宅
民
蔵
た
り
、
原
料
萎
稲
作
を
彼
地
よ
り
移
入
し
工
賃
廉
た
る
此

地
の
女
工
を
使
用
し
盛
に
製
造
し
て
海
外
に
輸
出
せ
し
よ
り
勃
然
と
し
て
鷹
犬
を
来
し
、
績
い
て
彼
地
よ
り
二
十
九
年

五
月
牧
尾
喜
子
、
．
三
十
年
五
月
黒
川
卯
三
郎
等
来
り
、
此
地
の
人
々
も
績
々
開
業
す
る
忙
至
り
し
か
ば
向
洋
の
異
同
業

は
一
時
本
賑
下
中
心
集
散
地
と
な
り
、
大
正
の
初
年
に
は
一
今
年
の
生
所
高
五
十
寓
反
を
超
ゆ
る

w
至
り
し
が
米
閣
の

需
用
減
退
せ
し
銭
め
次
第
に
衰
運
に
向
ひ
欧
鋭
の
際
智
し
好
況
を
呈
し
た
る
昔
、
後
叉
萎
餅
不
振
に
陥
り
、
今
日
僅
忙
録

鳴
を
保
つ
の
み
に
至
る
。製

堕

集

養
生
風
呂
潮
潰
館
の
記
事
中
に
大
要
を
記
し
た
れ
ば
略
す
。

石

鹸

ヱ

場

明
治
二
十
八
年
先
代
中
川
牟
左
衛
門
創
業
．
・
漸
次
隆
昌
陀
向
ひ
販
路
a
h
頗
る
績
張
し
て
京
阪
を
初
め
閃
園
九
州
よ
り

支
那
に
及
び
、
従
業
員
三
十
五
六
名
、
年
産
額
六
寓
闘
に
達
し
た
る
が
欧
鋭
の
終
期
管
業
主
死
授
の
た
め
大
正
七
年
度

業
す
る
に
至
れ
る
は
惜
む
べ
し
。

可

都

銀

行

仁

保

支

店

津
田
七
三
郎
斡
旋
に
よ
り
、
明
治
四
十
一
年
一
月
仁
保
島
支
店
と
し
て
向
洋
花
開
業
し
、
同
地
唯
一
の
金
融
機
関
と

し
て
隆
た
り
し
が
、
本
銀
行
が
挙
備
銀
行
に
合
併
せ
ら
る
L

に
建
び
昭
和
三
年
十
二
月
末
日
限
り
慶
絶
す
る
に
至
れ
り
。

向

掘

信

用

組

合

他
町
村
に
於
て
は
産
業
組
合
は
盛
に
設
立
せ
ら
れ
て
、
共
の
優
秀
伝
る
性
能
を
後
揮
し
て
共
存
共
祭
の
穏
枇
牢
増
進

－
一
五


